
は
じ
め
に

「
蘇
る
台
地
」、
本
コ
ー
ナ
ー
の
「
蘇
」
を
ど
う
捉
え
た

ら
良
い
の
か
。
今
回
取
り
上
げ
る「
荒
砥
沢
ダ
ム
」は
、「
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
に
よ
り
、
ダ
ム
上
流
域
で
巨
大
地

す
べ
り
が
発
生
す
る
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
経
緯
を

辿
っ
て
い
る
。
未
曽
有
の
事
態
に
遭
遇
し
つ
つ
も
、
ダ
ム

を
含
め
た
広
域
的
な
水
利
シ
ス
テ
ム
が
支
え
る
地
域
が
、

生
き
生
き
と
躍
動
す
る
未
来
。
そ
こ
に
「
蘇
」
の
字
の
持

つ
力
強
い
生
命
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
い
。
今
年
は
、

折
し
も
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
か
ら
一
五
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。

迫
川
上
流
の
未
来
を
支
え
る

「
広
域
的
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
」

荒
砥
沢
ダ
ム
は
、
宮
城
・
岩
手
・
秋
田
の
三
県
に
跨
る

栗
駒
山
に
源
を
発
し
、
宮
城
県
栗
原
市
を
貫
流

す
る
一
級
河
川
北
上
川
水
系
迫
川
の
支
流
・
二

迫
川
を
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

栗
駒
山
は
、
岩
手
・
秋
田
県
で
は
、
別
の
名

で
も
呼
ば
れ
る
が
、
宮
城
県
側
か
ら
見
え
る
五

月
に
現
れ
る
残
雪
の
形
が
駒
（
馬
）
に
似
て
い

る
こ
と
に
、
名
前
の
由
来
が
あ
る
と
言
う
。
秋

の
美
し
い
全
山
紅
葉
は
「
神
の
絨
毯
」
と
も
称

さ
れ
る
。
富
士
山
と
同
じ
く
気
象
庁
の
常
時
観

測
火
山
で
あ
る
。

さ
て
話
を
戻
す
と
、
荒
砥
沢
ダ
ム
は
、
農
林

水
産
省
の
直
轄
事
業
「
国
営
迫
川
上
流
農
業
水

利
事
業
」
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
平

成
十
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
中
心
遮
水

ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
り
、
施
工

は
、
鹿
島
建
設
、
大
林
組
、
西
松
建
設
の
特
定

自
然
災
害
と
の
共
生
と

豊
穣
の
大
地
の
物
語

│
未
曾
有
の
巨
大
地
す
べ
り
・

荒
砥
沢
ダ
ム
の
今
を
訪
ね
て
│

鹿
島
建
設
株
式
会
社

顧
問　
　

横
井

績

J
V
が
行
っ
た
。

迫
川
水
系
の
上
流
域
、
宮
城
県
栗
原
市
、
登
米
市
及
び

岩
手
県
一
関
市
の
二
県
三
市
に
跨
る
緑
豊
か
な
水
田
地
帯

―
一
万
ha
超
の
広
大
な
農
地
を
潤
す
四
つ
の
ダ
ム
の
一
つ

で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の
ダ
ム
と
は
、
迫
川
の
上
流
部
に
先
行
開
発

さ
れ
て
い
た
花
山
ダ
ム
（
迫
川
に
昭
和
三
十
三
年
完
成
）、

栗
駒
ダ
ム
（
三
迫
川
に
昭
和
三
十
七
年
完
成
）、
そ
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
営
事
業
に
よ
る
荒

砥
沢
ダ
ム
（
二
迫
川
）、
小
田
ダ
ム
（
長
崎
川
）
で
あ
る
。

荒
砥
沢
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
国
営
事
業
に
よ
る
基
幹
的

な
水
利
施
設
は
平
成
十
七
年
度
に
完
成
し
、
そ
の
国
営
附

帯
関
連
事
業
と
し
て
、
県
営
事
業
（
一
期
〜
四
期
）
に
よ

る
水
利
施
設
が
平
成
二
十
二
年
度
に
完
成
し
た
。
こ
れ
ら

施
設
の
管
理
と
水
管
理
の
一
元
化
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
一
年
一
月
に
は
、
五
つ
の
土
地
改
良
区
が
統
合
し
て

「
迫
川
上
流
土
地
改
良
区
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
地
域
農
業
を
支

え
る
広
域
的
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
が
形
づ
く
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
従
前
と
は
異
な
る
水
利
用

の
仕
組
み
・
ル
ー
ル
な
ど
を
、
現
場
に
合
わ
せ
て
動
か
す

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
っ
た
と
い
う
捉
え
方
が
適
切
で
あ

ろ
う
。

そ
の
農
業
水
利
の
目
指
す
姿
は
一
〇
〇
を
超
え
る
河
川

か
ら
の
取
水
施
設
を
始
め
施
設
を
統
廃
合
し
、
新
設
二
つ

を
加
え
た
四
つ
の
ダ
ム
か
ら
必
要
水
量
を
補
給
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
国
営
・
県
営
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

支
流
単
位
に
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
、
平
成
七
年
三
月

に
は
土
地
改
良
区
連
合
が
設
立
さ
れ
て
、
国
営
造
成
施
設

の
共
同
管
理
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
合
併
し
た
土
地
改
良

区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
利
用
の
歴
史
や
現
状
、
抱
え
る

課
題
が
有
る
。
新
た
な
仕
組
み
・
ル
ー
ル
を
作
り
・
動
か

す
の
に
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
試
行
錯
誤
、
労
苦
が

重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

今
も
末
端
水
路
や
農
地
の
整
備
等
の

関
連
事
業
は
続
い
て
い
る
。
農
業
構
造

や
営
農
・
土
地
利
用
の
変
化
に
伴
う
水

需
要
の
変
化
や
、
国
営
・
県
営
造
成
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
注
が
れ
る
関
係
者
の

ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。
正

に
、
こ
こ
に
地
域
農
業
を
未
来
に
つ
な

げ
る
要
諦
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
迫
川
上
流
域
の
水
源
開
発
の

経
緯
や
水
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
土
地
改
良
三
一
九
号
（
二
〇
二
二
年
十

月
）」
の
「
蘇
る
大
地
」
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
併
せ
て
、
ご
参
照
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
・

大
規
模
地
す
べ
り
の
発
生

地
域
の
農
業
水
利
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
想
定
外
の
事
態
が
生
じ
た
。

平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源

と
す
る
M
七
・
二
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
。「
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
」
で
あ
る
。
震
央
か
ら
荒
砥
沢
ダ
ム
ま
で

南
西
一
六
㎞
、
宮
城
県
栗
原
市
で
は
震
度
六
強
が
観
測
さ

れ
て
い
る
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
基
礎
部
（
監
査
廊
底
部
）
で
は
、
最
大

荒砥沢ダム下流から堤体、洪水吐を臨む
左からの流れ込みは、小水力発電の放流水

荒砥沢ダムの貯水池、取水塔を臨む
中央奥に荒砥沢地すべりの滑落崖がある
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は
じ
め
に

「
蘇
る
台
地
」、
本
コ
ー
ナ
ー
の
「
蘇
」
を
ど
う
捉
え
た

ら
良
い
の
か
。
今
回
取
り
上
げ
る「
荒
砥
沢
ダ
ム
」は
、「
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
に
よ
り
、
ダ
ム
上
流
域
で
巨
大
地

す
べ
り
が
発
生
す
る
と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
経
緯
を

辿
っ
て
い
る
。
未
曽
有
の
事
態
に
遭
遇
し
つ
つ
も
、
ダ
ム

を
含
め
た
広
域
的
な
水
利
シ
ス
テ
ム
が
支
え
る
地
域
が
、

生
き
生
き
と
躍
動
す
る
未
来
。
そ
こ
に
「
蘇
」
の
字
の
持

つ
力
強
い
生
命
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
た
い
。
今
年
は
、

折
し
も
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
か
ら
一
五
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。

迫
川
上
流
の
未
来
を
支
え
る

「
広
域
的
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
」

荒
砥
沢
ダ
ム
は
、
宮
城
・
岩
手
・
秋
田
の
三
県
に
跨
る

栗
駒
山
に
源
を
発
し
、
宮
城
県
栗
原
市
を
貫
流

す
る
一
級
河
川
北
上
川
水
系
迫
川
の
支
流
・
二

迫
川
を
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

栗
駒
山
は
、
岩
手
・
秋
田
県
で
は
、
別
の
名

で
も
呼
ば
れ
る
が
、
宮
城
県
側
か
ら
見
え
る
五

月
に
現
れ
る
残
雪
の
形
が
駒
（
馬
）
に
似
て
い

る
こ
と
に
、
名
前
の
由
来
が
あ
る
と
言
う
。
秋

の
美
し
い
全
山
紅
葉
は
「
神
の
絨
毯
」
と
も
称

さ
れ
る
。
富
士
山
と
同
じ
く
気
象
庁
の
常
時
観

測
火
山
で
あ
る
。

さ
て
話
を
戻
す
と
、
荒
砥
沢
ダ
ム
は
、
農
林

水
産
省
の
直
轄
事
業
「
国
営
迫
川
上
流
農
業
水

利
事
業
」
に
よ
り
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
平

成
十
年
度
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
中
心
遮
水

ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
り
、
施
工

は
、
鹿
島
建
設
、
大
林
組
、
西
松
建
設
の
特
定

自
然
災
害
と
の
共
生
と

豊
穣
の
大
地
の
物
語

│
未
曾
有
の
巨
大
地
す
べ
り
・

荒
砥
沢
ダ
ム
の
今
を
訪
ね
て
│

鹿
島
建
設
株
式
会
社

顧
問　
　

横
井

績

J
V
が
行
っ
た
。

迫
川
水
系
の
上
流
域
、
宮
城
県
栗
原
市
、
登
米
市
及
び

岩
手
県
一
関
市
の
二
県
三
市
に
跨
る
緑
豊
か
な
水
田
地
帯

―
一
万
ha
超
の
広
大
な
農
地
を
潤
す
四
つ
の
ダ
ム
の
一
つ

で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の
ダ
ム
と
は
、
迫
川
の
上
流
部
に
先
行
開
発

さ
れ
て
い
た
花
山
ダ
ム
（
迫
川
に
昭
和
三
十
三
年
完
成
）、

栗
駒
ダ
ム
（
三
迫
川
に
昭
和
三
十
七
年
完
成
）、
そ
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
国
営
事
業
に
よ
る
荒

砥
沢
ダ
ム
（
二
迫
川
）、
小
田
ダ
ム
（
長
崎
川
）
で
あ
る
。

荒
砥
沢
ダ
ム
を
始
め
と
す
る
国
営
事
業
に
よ
る
基
幹
的

な
水
利
施
設
は
平
成
十
七
年
度
に
完
成
し
、
そ
の
国
営
附

帯
関
連
事
業
と
し
て
、
県
営
事
業
（
一
期
〜
四
期
）
に
よ

る
水
利
施
設
が
平
成
二
十
二
年
度
に
完
成
し
た
。
こ
れ
ら

施
設
の
管
理
と
水
管
理
の
一
元
化
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
一
年
一
月
に
は
、
五
つ
の
土
地
改
良
区
が
統
合
し
て

「
迫
川
上
流
土
地
改
良
区
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
地
域
農
業
を
支

え
る
広
域
的
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
が
形
づ
く
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
従
前
と
は
異
な
る
水
利
用

の
仕
組
み
・
ル
ー
ル
な
ど
を
、
現
場
に
合
わ
せ
て
動
か
す

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
移
っ
た
と
い
う
捉
え
方
が
適
切
で
あ

ろ
う
。

そ
の
農
業
水
利
の
目
指
す
姿
は
一
〇
〇
を
超
え
る
河
川

か
ら
の
取
水
施
設
を
始
め
施
設
を
統
廃
合
し
、
新
設
二
つ

を
加
え
た
四
つ
の
ダ
ム
か
ら
必
要
水
量
を
補
給
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
国
営
・
県
営
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
、

支
流
単
位
に
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
、
平
成
七
年
三
月

に
は
土
地
改
良
区
連
合
が
設
立
さ
れ
て
、
国
営
造
成
施
設

の
共
同
管
理
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
合
併
し
た
土
地
改
良

区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
利
用
の
歴
史
や
現
状
、
抱
え
る

課
題
が
有
る
。
新
た
な
仕
組
み
・
ル
ー
ル
を
作
り
・
動
か

す
の
に
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
試
行
錯
誤
、
労
苦
が

重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
。

今
も
末
端
水
路
や
農
地
の
整
備
等
の

関
連
事
業
は
続
い
て
い
る
。
農
業
構
造

や
営
農
・
土
地
利
用
の
変
化
に
伴
う
水

需
要
の
変
化
や
、
国
営
・
県
営
造
成
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
注
が
れ
る
関
係
者
の

ご
努
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。
正

に
、
こ
こ
に
地
域
農
業
を
未
来
に
つ
な

げ
る
要
諦
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
迫
川
上
流
域
の
水
源
開
発
の

経
緯
や
水
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
土
地
改
良
三
一
九
号
（
二
〇
二
二
年
十

月
）」
の
「
蘇
る
大
地
」
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
併
せ
て
、
ご
参
照
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
・

大
規
模
地
す
べ
り
の
発
生

地
域
の
農
業
水
利
が
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
想
定
外
の
事
態
が
生
じ
た
。

平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
、
岩
手
県
内
陸
南
部
を
震
源

と
す
る
M
七
・
二
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
。「
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
」
で
あ
る
。
震
央
か
ら
荒
砥
沢
ダ
ム
ま
で

南
西
一
六
㎞
、
宮
城
県
栗
原
市
で
は
震
度
六
強
が
観
測
さ

れ
て
い
る
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
基
礎
部
（
監
査
廊
底
部
）
で
は
、
最
大

荒砥沢ダム下流から堤体、洪水吐を臨む
左からの流れ込みは、小水力発電の放流水

荒砥沢ダムの貯水池、取水塔を臨む
中央奥に荒砥沢地すべりの滑落崖がある
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加
速
度
一
、〇
二
四
gal
が
記
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
震
計

の
計
測
上
限
値
（
一
G
）
を
超
過
す
る
も
の
で
あ
り
、
記

録
値
以
上
の
地
震
動
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。震

央
の
近
く
に
は
、
荒
砥
沢
ダ
ム
を
始
め
多
数
の
農
業

用
大
ダ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
凄
ま
じ
い
地
震
動
を
受
け

た
が
、
ダ
ム
の
安
全
性
に
問
題
が
生
じ
る
よ
う
な
顕
著
な

変
状
は
発
生
せ
ず
、
貯
水
・
構
造
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い

た
。そ

の
一
方
で
、
未
曽
有
の
事
態
が
荒
砥
沢
ダ
ム
を
襲
っ

た
。
ダ
ム
左
岸
上
流
域
に
お
い
て
、
長
さ
約
一
、三
〇
〇

m
、
幅
約
九
〇
〇
m
、
最
大
落
差
約
一
五
〇
m
、
国
内
最

大
規
模
の
地
す
べ
り
、
ダ
ム
の
満
水
面
積
〇
・
七
六
㎢
が

収
ま
る
規
模
の
凄
ま
じ
い
山
体
崩
壊
が
発
生
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
約
一
五
〇
万
㎥
と
推
定
さ
れ
る
膨
大
な

崩
落
土
が
ダ
ム
に
流
入
し
た
。
幸
い
梅
雨
入
り

前
に
貯
水
位
が
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

約
二
・
五
m
の
貯
水
位
の
上
昇
、
推
定
六
m
を
超

え
る
段
波
が
発
生
し
た
が
、
堤
体
を
越
え
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
の
利
水
容
量
が

大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ダ
ム
の
取
水
塔
に
お
い
て
、
管
理
橋

の
橋
桁
支
承
の
破
損
や
取
水
ゲ
ー
ト
の
巻
き
上

げ
に
影
響
が
出
て
、
利
水
管
理
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
。
地
域
内
で
は
、
国
営
事
業
で
整
備
さ
れ
た

小
田
ダ
ム
の
取
水
設
備
の
法
崩
れ
や
幹
線
用
水

路
の
通
水
不
能
を
始
め
、
多
く
の
た
め
池
や
農
業

用
水
路
が
被
災
し
、
農
地
に
は
畦
畔
の
崩
壊
や
田

面
の
地
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。

震
災
時
は
、
水
稲
に
と
っ
て
特
に
水
が
必
要
な

時
期
（
分
げ
つ
期
）
に
あ
っ
た
。
用
水
不
足
に
よ

る
減
収
回
避
の
た
め
、
県
、
市
、
土
地
改
良
区
を

始
め
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
施
設
の
応
急
措

置
、
災
害
応
急
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
、
懸
命
な
努

力
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
甚
大
な
被
害
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
地
域
の
強
い
力
の
賜
物
で
あ

り
、
協
働
す
る
力
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

利
水
上
の
問
題
と
し
て
、
地
す
べ
り
に
起
因
し
た
濁
水

の
影
響
も
生
じ
て
い
る
。
地
震
後
の
ダ
ム
の
写
真
を
み
る

と
、
ダ
ム
湖
水
が
濁
っ
て
い
る
状
況
が
よ
く
分
か
る
。
水

稲
の
生
育
へ
の
懸
念
を
は
じ
め
、
懸
濁
物
の
水
路
へ
の
堆

積
、
ゲ
ー
ト
や
バ
ル
ブ
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
震
災
後
に
生

じ
た
特
徴
的
な
事
柄
と
し
て
、
記
憶
に
留
め
る
べ
き
も
の

だ
と
思
う
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
利
水
機
能
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
流
入

土
砂
の
一
部
取
除
き
、半
掘
り
込
み
式
の
「
沖
富
調
整
池
」

の
造
成
（
五
六
万
㎥
の
機
能
回
復
）
が
行
わ
れ
た
。
取
水

施
設
な
ど
ダ
ム
関
連
施
設
と
と
も
に
、
平
成
二
十
年
九
月
、

直
轄
災
害
復
旧
事
業
に
着
手
し
、
平
成
二
十
四
年
に
供
用

開
始
さ
れ
た
。
ダ
ム
上
流
の
大
規
模
崩
壊
地
は
、
直
轄
治

山
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
よ
り
復
旧
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
堤
体
観
測
計
器
の
計
測

デ
ー
タ
を
用
い
て
地
震
時
挙
動
の
解
析
や
安
全
確
認
が
行

わ
れ
、
そ
の
要
所
と
い
え
る
よ
う
な
成
果
は
学
会
誌
に
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
荒
砥
沢
ダ
ム
で
得
ら
れ
た
事
象
や
経

験
、
デ
ー
タ
は
他
で
は
得
難
い
も
の
で
あ
る
。

農
業
用
ダ
ム
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
レ
ベ
ル
2
地

震
動
（
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
当
該
地
点
で
考
え
ら

れ
る
最
大
の
強
さ
を
持
つ
地
震
動
）
に
対
す
る
耐
震
性
能

照
査
を
含
め
た
安
全
性
評
価
を
進
め
る
た
め
、
平
成

二
十
四
年
に
ダ
ム
堤
体
、
令
和
四
年
に
は
付
帯
設
備
を
対

象
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
活

用
・
充
実
、
現
場
に
お
け
る
B
C
P
の
策
定
・
運
用
な
ど

に
お
い
て
、
荒
砥
沢
ダ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
に
は
、
ま

だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

荒砥沢ダムと上流崩壊地（東北森林管理局提供）

崩
壊
地
を
地
域
づ
く
り
へ
・

「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」

地
震
で
発
生
し
た
未
曾
有
の
地
す
べ
り
災
害
に
つ
い
て
、

「
後
世
に
語
り
継
ぐ
よ
う
な
工
夫
が
で
き
な
い
か
」。
平
成

二
十
一
年
八
月
の
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
係
る
荒
砥

沢
地
す
べ
り
対
策
と
大
規
模
地
す
べ
り
に
よ
り
出
現
し
た

地
形
・
景
観
の
活
用
に
関
す
る
検
討
会
」（
東
北
森
林
管

理
局
）
の
第
一
回
会
合
資
料
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
課

題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
栗
原
市
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に
「
栗
駒

山
麓
崩
落
地
・
景
観
活
用
検
討
委
員
会
」
を
設
立
し
、
平

成
二
十
四
年
二
月
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
す
。

平
成
二
十
七
年
九
月
に

「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
」が
、日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
地
球
科
学
的
に

意
義
の
あ
る
地
質
遺
産

を
「
保
全
」
し
、
教
育

や
地
域
振
興
に「
活
用
」

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

現
在
四
六
地
域
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

本
地
域
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
広
が
り
は
、「
栗

駒
山
麓
」
と
あ
る
よ
う

に
、
荒
砥
沢
ダ
ム
上
流

の
大
規
模
地
す
べ
り
だ

け
で
は
な
い
。
栗
駒
山
本
体
部
か
ら
山
腹
・
山
麓
部
、
丘

陵
・
段
丘
部
、
伊
豆
沼
・
内
沼
の
あ
る
平
野
部
に
至
る
「
栗

原
市
全
域
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
背
景
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
①
栗
原
市
合
併
一
〇
町
村
の
一
体
感
の
醸
成
（
平

成
十
七
年
合
併
）、
②
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
客
数
・

産
業
の
再
生
を
図
り
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
栗
原
市

は
、
地
域
の
魅
力
（
資
源
）
を
掘
り
起
こ
し
て
光
を
あ
て

磨
き
上
げ
る
、
観
光
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
、「
田

園
観
光
都
市
創
造
」
を
進
め
て
い
る
。

加
え
て
、
平
成
二
十
年
の
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」、

平
成
二
十
三
年
の
「
東
日
本
大
震
災
」、
二
つ
の
大
震
災

を
経
験
し
、
③
震
災
の
出
来
事
を
後
世
に
伝
え
る
取
組
と

し
た
い
と
い
う
思
い
が
背
景
に
あ
る
。
栗
原
市
で
は
、
震

災
前
か
ら
自
助
、
共
助
、
公
助
の
結
び
つ
き
に
よ
る
地
域

防
災
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
今
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
取

り
組
む
災
害
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
知
恵
に
変
え
る
活
動

に
つ
な
が
る
。

本
稿
の
表
題
と
し
た
「
自
然
災
害
と
の
共
生
と
豊
穣
の

大
地
の
物
語
」
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い
に
基
づ
く
、
栗
駒

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
広
が
る

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
先
立
ち
、
様
々
な
活
動
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
に
「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
内
外
の
官
民
三
六
団

栗駒山麓ジオパークを支えるスタッフの皆さん
（栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局提供）

栗駒山麓ジオパークビジターセンター
自然災害の記録と経験を防災・減災につなぐ

栗駒山麓ジオパークビジターセンター
ジオパークのなりたちと見どころを紹介

（栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局提供）
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加
速
度
一
、〇
二
四
gal
が
記
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
震
計

の
計
測
上
限
値
（
一
G
）
を
超
過
す
る
も
の
で
あ
り
、
記

録
値
以
上
の
地
震
動
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。震

央
の
近
く
に
は
、
荒
砥
沢
ダ
ム
を
始
め
多
数
の
農
業

用
大
ダ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
凄
ま
じ
い
地
震
動
を
受
け

た
が
、
ダ
ム
の
安
全
性
に
問
題
が
生
じ
る
よ
う
な
顕
著
な

変
状
は
発
生
せ
ず
、
貯
水
・
構
造
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い

た
。そ

の
一
方
で
、
未
曽
有
の
事
態
が
荒
砥
沢
ダ
ム
を
襲
っ

た
。
ダ
ム
左
岸
上
流
域
に
お
い
て
、
長
さ
約
一
、三
〇
〇

m
、
幅
約
九
〇
〇
m
、
最
大
落
差
約
一
五
〇
m
、
国
内
最

大
規
模
の
地
す
べ
り
、
ダ
ム
の
満
水
面
積
〇
・
七
六
㎢
が

収
ま
る
規
模
の
凄
ま
じ
い
山
体
崩
壊
が
発
生
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
約
一
五
〇
万
㎥
と
推
定
さ
れ
る
膨
大
な

崩
落
土
が
ダ
ム
に
流
入
し
た
。
幸
い
梅
雨
入
り

前
に
貯
水
位
が
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

約
二
・
五
m
の
貯
水
位
の
上
昇
、
推
定
六
m
を
超

え
る
段
波
が
発
生
し
た
が
、
堤
体
を
越
え
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
の
利
水
容
量
が

大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ダ
ム
の
取
水
塔
に
お
い
て
、
管
理
橋

の
橋
桁
支
承
の
破
損
や
取
水
ゲ
ー
ト
の
巻
き
上

げ
に
影
響
が
出
て
、
利
水
管
理
に
支
障
が
生
じ
て

い
る
。
地
域
内
で
は
、
国
営
事
業
で
整
備
さ
れ
た

小
田
ダ
ム
の
取
水
設
備
の
法
崩
れ
や
幹
線
用
水

路
の
通
水
不
能
を
始
め
、
多
く
の
た
め
池
や
農
業

用
水
路
が
被
災
し
、
農
地
に
は
畦
畔
の
崩
壊
や
田

面
の
地
割
れ
が
発
生
し
て
い
る
。

震
災
時
は
、
水
稲
に
と
っ
て
特
に
水
が
必
要
な

時
期
（
分
げ
つ
期
）
に
あ
っ
た
。
用
水
不
足
に
よ

る
減
収
回
避
の
た
め
、
県
、
市
、
土
地
改
良
区
を

始
め
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
施
設
の
応
急
措

置
、
災
害
応
急
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
、
懸
命
な
努

力
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
甚
大
な
被
害
か
ら
立
ち

上
が
ろ
う
と
す
る
地
域
の
強
い
力
の
賜
物
で
あ

り
、
協
働
す
る
力
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

利
水
上
の
問
題
と
し
て
、
地
す
べ
り
に
起
因
し
た
濁
水

の
影
響
も
生
じ
て
い
る
。
地
震
後
の
ダ
ム
の
写
真
を
み
る

と
、
ダ
ム
湖
水
が
濁
っ
て
い
る
状
況
が
よ
く
分
か
る
。
水

稲
の
生
育
へ
の
懸
念
を
は
じ
め
、
懸
濁
物
の
水
路
へ
の
堆

積
、
ゲ
ー
ト
や
バ
ル
ブ
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
震
災
後
に
生

じ
た
特
徴
的
な
事
柄
と
し
て
、
記
憶
に
留
め
る
べ
き
も
の

だ
と
思
う
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
利
水
機
能
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
流
入

土
砂
の
一
部
取
除
き
、半
掘
り
込
み
式
の
「
沖
富
調
整
池
」

の
造
成
（
五
六
万
㎥
の
機
能
回
復
）
が
行
わ
れ
た
。
取
水

施
設
な
ど
ダ
ム
関
連
施
設
と
と
も
に
、
平
成
二
十
年
九
月
、

直
轄
災
害
復
旧
事
業
に
着
手
し
、
平
成
二
十
四
年
に
供
用

開
始
さ
れ
た
。
ダ
ム
上
流
の
大
規
模
崩
壊
地
は
、
直
轄
治

山
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
よ
り
復
旧
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
堤
体
観
測
計
器
の
計
測

デ
ー
タ
を
用
い
て
地
震
時
挙
動
の
解
析
や
安
全
確
認
が
行

わ
れ
、
そ
の
要
所
と
い
え
る
よ
う
な
成
果
は
学
会
誌
に
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。
荒
砥
沢
ダ
ム
で
得
ら
れ
た
事
象
や
経

験
、
デ
ー
タ
は
他
で
は
得
難
い
も
の
で
あ
る
。

農
業
用
ダ
ム
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
は
、
レ
ベ
ル
2
地

震
動
（
現
在
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
当
該
地
点
で
考
え
ら

れ
る
最
大
の
強
さ
を
持
つ
地
震
動
）
に
対
す
る
耐
震
性
能

照
査
を
含
め
た
安
全
性
評
価
を
進
め
る
た
め
、
平
成

二
十
四
年
に
ダ
ム
堤
体
、
令
和
四
年
に
は
付
帯
設
備
を
対

象
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
活

用
・
充
実
、
現
場
に
お
け
る
B
C
P
の
策
定
・
運
用
な
ど

に
お
い
て
、
荒
砥
沢
ダ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
に
は
、
ま

だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

荒砥沢ダムと上流崩壊地（東北森林管理局提供）

崩
壊
地
を
地
域
づ
く
り
へ
・

「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」

地
震
で
発
生
し
た
未
曾
有
の
地
す
べ
り
災
害
に
つ
い
て
、

「
後
世
に
語
り
継
ぐ
よ
う
な
工
夫
が
で
き
な
い
か
」。
平
成

二
十
一
年
八
月
の
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
係
る
荒
砥

沢
地
す
べ
り
対
策
と
大
規
模
地
す
べ
り
に
よ
り
出
現
し
た

地
形
・
景
観
の
活
用
に
関
す
る
検
討
会
」（
東
北
森
林
管

理
局
）
の
第
一
回
会
合
資
料
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
課

題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
栗
原
市
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
に
「
栗
駒

山
麓
崩
落
地
・
景
観
活
用
検
討
委
員
会
」
を
設
立
し
、
平

成
二
十
四
年
二
月
に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
す
。

平
成
二
十
七
年
九
月
に

「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
」が
、日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
地
球
科
学
的
に

意
義
の
あ
る
地
質
遺
産

を
「
保
全
」
し
、
教
育

や
地
域
振
興
に「
活
用
」

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

現
在
四
六
地
域
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。

本
地
域
の
ジ
オ
パ
ー

ク
の
広
が
り
は
、「
栗

駒
山
麓
」
と
あ
る
よ
う

に
、
荒
砥
沢
ダ
ム
上
流

の
大
規
模
地
す
べ
り
だ

け
で
は
な
い
。
栗
駒
山
本
体
部
か
ら
山
腹
・
山
麓
部
、
丘

陵
・
段
丘
部
、
伊
豆
沼
・
内
沼
の
あ
る
平
野
部
に
至
る
「
栗

原
市
全
域
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
背
景
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
①
栗
原
市
合
併
一
〇
町
村
の
一
体
感
の
醸
成
（
平

成
十
七
年
合
併
）、
②
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
客
数
・

産
業
の
再
生
を
図
り
た
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
栗
原
市

は
、
地
域
の
魅
力
（
資
源
）
を
掘
り
起
こ
し
て
光
を
あ
て

磨
き
上
げ
る
、
観
光
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
、「
田

園
観
光
都
市
創
造
」
を
進
め
て
い
る
。

加
え
て
、
平
成
二
十
年
の
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」、

平
成
二
十
三
年
の
「
東
日
本
大
震
災
」、
二
つ
の
大
震
災

を
経
験
し
、
③
震
災
の
出
来
事
を
後
世
に
伝
え
る
取
組
と

し
た
い
と
い
う
思
い
が
背
景
に
あ
る
。
栗
原
市
で
は
、
震

災
前
か
ら
自
助
、
共
助
、
公
助
の
結
び
つ
き
に
よ
る
地
域

防
災
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
今
、
ジ
オ
パ
ー
ク
で
取

り
組
む
災
害
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
知
恵
に
変
え
る
活
動

に
つ
な
が
る
。

本
稿
の
表
題
と
し
た
「
自
然
災
害
と
の
共
生
と
豊
穣
の

大
地
の
物
語
」
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い
に
基
づ
く
、
栗
駒

山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が
広
が
る

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
先
立
ち
、
様
々
な
活
動
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
五
年
に
「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
内
外
の
官
民
三
六
団

栗駒山麓ジオパークを支えるスタッフの皆さん
（栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局提供）

栗駒山麓ジオパークビジターセンター
自然災害の記録と経験を防災・減災につなぐ

栗駒山麓ジオパークビジターセンター
ジオパークのなりたちと見どころを紹介

（栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局提供）
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体
が
参
加
し
て
い
る
。
四
つ
の
専
門
部
会
―
「
防
災
・
教

育
」、「
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、「
ガ
イ
ド
」、「
保
護
・
保

全
」
が
設
け
ら
れ
、
現
在
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
四
名
を
擁

す
る
協
議
会
事
務
局
が
活
動
の
核
で
あ
る
。
同
じ
平
成

二
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
」
が
市

役
所
横
断
的
取
組
の
要
と
な
り
、
協
議
会
事
務
局
と
一
体

と
な
っ
て
、
令
和
元
年
オ
ー
プ
ン
の
「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
」
に
事
務
室
を
構
え
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
「
学
び
、
楽

し
む
」
拠
点
で
あ
り
、
様
々
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
後
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
モ
ロ
に
受
け
た
が
、
昨
年
九
月
に
は
来
館
者
五
万
人

を
超
え
、
今
後
、
更
な
る
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
域
内
に
は
「
一
六
の
ジ
オ
サ
イ
ト
」

が
設
定
さ
れ
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
、
地
球
の
活
動
と
地

形
・
地
質
に
触
れ
、
地
域
の
人
の
営
み
・
歴
史
と
の
関
わ

り
を
知
り
・
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

六
つ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
所
要
時
間
は
二
〜

四
時
間
程
度
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
方
々
に
案
内
し
て
い
た
だ

け
る
。

今
後
注
目
の
サ
イ
ト
と
し

て
は
、「
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
」
か
ら
一
五
年
経
過
し
、

本
年
六
月
か
ら
荒
砥
沢
地
す

べ
り
内
部
に
一
般
の
人
が
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
す

べ
り
の
変
状
が
ほ
ぼ
手
つ
か

ず
の
レ
ア
な
状
態
に
あ
り
、

協
議
会
事
務
局
や
ジ
オ
ガ
イ

ド
が
同
行
し
た
ツ
ア
ー
が
見

込
ま
れ
る
。

ジ
オ
サ
イ
ト
を
通
し
た

「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」
は
、

平
成
二
十
五
年
度
に
一
校

か
ら
始
ま
り
、
令
和
四
年
度

に
は
市
内
外
延
べ
九
四
校

三
、二
九
〇
人
の
児
童
・
生

徒
に
及
ん
で
い
る
。
人
づ
く

り
の
す
そ
野
が
大
き
く
広
が

り
、
地
域
の
未
来
に
つ
な
が

る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
が

つ
く
ら
れ
て
き
て
い
る
。

農
業
・
農
村
の
観
点
か
ら

は
、「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
特
産
商
品
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
「
栗
駒
山
麓
の
め
ぐ

み
」
が
目
を
惹
く
。
地
域
の

食
材
を
活
用
し
た
〝
お
い
し

さ
〞
が
、
地
域
の
魅
力
・
物

語
を
伝
え
る
。
本
年
、
新
た

荒
砥
沢
ダ
ム
の
思
い
出

東
北
学
院
大
学
工
学
部

環
境
建
設
工
学
科
非
常
勤
講
師

（
元
荒
砥
沢
ダ
ム
特
定
J
V
工
事
係
長
・

鹿
島
建
設
）

中
川

克
彦

私
が
荒
砥
沢
ダ
ム
築
造
工
事
に
従
事
し
た

期
間
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
か
ら
平
成
二
年

十
二
月
ま
で
の
四
年
十
ケ
月
で
し
た
。
現
場

に
赴
任
し
た
時
は
、
す
で
に
転
流
工
が
終
わ

り
、基
礎
掘
削
も
終
了
し
、岩
盤
検
査
を
待
っ

て
い
る
状
態
で
し
た
。
担
当
は
、
盛
立
材
料

の
品
質
管
理
及
び
施
工
管
理
で
現
場
の
試
験

室
で
の
業
務
が
主
で
し
た
。
コ
ア
ゾ
ー
ン
の

施
工
管
理
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
コ
ア
の
締

固
め
度
管
理
は
、
層
管
理
に
な
っ
て
お
り
横

断
方
向
に
三
点
を
砂
置
換
法
に
て
行
い
、
穴

か
ら
採
取
し
た
コ
ア
材
を
混
合
し
そ
の
材
料

で
の
最
大
乾
燥
密
度
を
求
め
（
三
点
で
の
コ

ン
パ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ブ
に
よ
る
）
現
場
の
施

工
密
度
が
管
理
基
準
値
内
に
収
ま
っ
て
い
る

か
を
判
定
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
突

き
固
め
試
験
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
の
で
、
人

力
で
の
試
験
は
あ
き
ら
め
、
自
動
突
き
固
め

試
験
機
で
の
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
場
含
水
比
試
験
は
、
速
乾
法
に
よ
る
も
の

で
フ
ラ
イ
パ
ン
を
利
用
し
、
バ
ラ
ツ
キ
が
出

な
い
よ
う
特
定
し
た
人
を
配
置
し
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
盛
立
の
現
場
は
、
最
初
は
施
工

エ
リ
ア
が
広
い
の
で
、
余
裕
が
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
施
工
エ
リ
ア
が
狭
く
な
っ
て
く

る
と
試
験
頻
度
が
多
く
な
り
、
施
工
に
負
け

ぬ
よ
う
現
場
が
止
ま
る
昼
休
み
や
昼
夜
交
代

時
に
実
施
す
る
等
施
工
を
止
め
ぬ
工
夫
を
し

な
が
ら
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
後
、
平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
、

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

会
社
か
ら
連
絡
が
あ
り
荒
砥
沢
ダ
ム
が
地
震

で
被
害
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

見
て
き
て
く
れ
と
の
連
絡
で
し
た
。
す
ぐ

向
っ
た
と
こ
ろ
立
入
規
制
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
後
日
改
め
て
ダ
ム
管
理
事
務
所
を
訪
問

し
被
害
状
況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
所
長
か

ら
「
堤
頂
部
付
近
で
多
少
の
沈
下
が
見
ら
れ

る
程
度
で
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
お
話
を
聞
き
安
心
し
ま
し
た
が
、
左
岸
上

流
部
の
山
並
が
崩
れ
そ
の
土
砂
が
貯
水
池
内

に
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
風
景
を
見

て
、
今
回
の
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
幸
い
ダ
ム
本
体
に
被
害

が
な
か
っ
た
の
は
、工
事
中
施
工
部
隊
に「
煙

た
が
ら
れ
」
な
が
ら
も
確
実
な
品
質
管
理
を

行
い
施
工
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
自
負
し

た
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
迫
川
上
流
地
区
の
農
業
用
水

安
定
供
給
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

栗駒山麓ジオパーク特産商品
「栗駒山麓のめぐみ」
ふさすぐりジャムは、

甘酸っぱい酸味が効いている

な
募
集
が
行
わ
れ
、
商
品
・
店
舗
の
追
加
が
見
込
ま
れ
る
。

「
農
泊
」
や
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
」
の
活
動
等
と
と

も
に
、
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
や
文
化
が
付
加
価
値
と
な

り
、
緑
豊
か
な
田
園
空
間
が
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、
地
域

内
外
の
人
々
が
関
わ
る
好
循
環
が
広
が
っ
て
欲
し
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
や
活
動
は
、
と
て
も
本
稿
で
は
語

り
尽
く
せ
な
い
。
是
非
、
栗
原
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ

プ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
バ
ー
ナ
ー
か
ら
覗
い
て
み
て
欲
し
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
取
材
で
訪
れ
た
、
迫
川
上
流
土
地
改
良
区
で
は
、

こ
こ
毎
年
若
い
職
員
の
方
々
が
新
規
採
用
さ
れ
、
執
務
室

に
は
新
し
い
力
が
感
じ
ら
れ
た
。
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
魅
力
を
感
じ
て
ご
活

躍
さ
れ
る
方
々
に
接
し
、
元
気
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
が
広
が
っ
て
き
た
話
を
伺
い
、
驚
き
と

と
も
に
「
希
望
」、「
期
待
」

と
い
っ
た
明
る
い
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
た
。
農
業
・
農
村

政
策
に
関
わ
っ
て
き
た
者
と

し
て
、
将
来
に
つ
な
が
る

「
人
」
と
そ
の
躍
動
を
感
じ

る
、
楽
し
い
取
材
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
取
材
・
執
筆
に

当
た
り
ご
協
力
・
ご
教
示
い

た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本

地
域
の
更
な
る
発
展
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
筆
を
お

く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
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献
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九
年
）

•
荒
砥
沢
ダ
ム
の
地
震
時
挙
動
と
安
全
確
認

鎌
田
重
孝
、
竹
谷
喜
代
春
、
渡
部
大
輔

農
業
農
村
工

学
会
誌 vol.85.4

（
二
〇
一
七
年
）

•
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
係
る
荒
砥
沢
地
す
べ
り
対
策

と
大
規
模
地
す
べ
り
に
よ
り
出
現
し
た
地
形
・
景
観
の

活
用
に
関
す
る
検
討
会

第
一
回
資
料
四
（
二
〇
〇
九

年
八
月
四
日
）

東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
同
サ
イ
ト

マ
ッ
プ
（
二
〇
二
一
年
一
月
）

栗
駒
山
麓
の
め
ぐ
み

認
定
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
二
〇
二
三
年
二
月
）

栗
駒
山
麓
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
二
〇
二
三
年
三
月
）

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
、
栗
原
市
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室

荒
砥
沢
ダ
ム
の
思
い
出

参
議
院
議
員
宮
崎
雅
夫
事
務
所

政
策
秘
書

（
元
東
北
農
政
局
迫
川
上
流
農
業
水
利
事
業
所

荒
砥
沢
支
所
試
験
係
長
）

木
村

充

昭
和
六
十
二
年
四
月
、
宮
城
県
北
部
に
聳

え
る
栗
駒
山
の
頂
上
付
近
の
残
雪
の
形
が
、

「
駒
形
」
か
ら
「
種
ま
き
坊
主
」
に
変
わ
る
頃
、

東
北
農
政
局
迫
川
上
流
農
業
水
利
事
業
所
の

荒
砥
沢
支
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
現
場
状
況
は
、
本
川
の
仮
回
し

や
ダ
ム
敷
の
基
礎
掘
削
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
原

石
山
や
搬
送
路
等
の
基
本
的
な
工
事
を
終
え
、

ま
さ
に
堤
体
盛
立
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
す

る
段
階
で
し
た
。
施
工
は
、
鹿
島
建
設
、
大

林
建
設
、
西
松
建
設
の
三
社
J
V
で
、
発
注

者
側
の
監
督
職
員
は
支
所
長
以
下
八
名
体
制

の
中
、
私
は
新
任
の
試
験
係
長
と
し
て
、
主

に
堤
体
コ
ア
ゾ
ー
ン
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ト
の
品
質
管
理
を
担
当
し

ま
し
た
。

着
任
直
後
か
ら
、
ダ
ム
最
深
部
の
監
査
廊

工
事
や
グ
ラ
ウ
ト
、
ロ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
盛
立

が
進
め
ら
れ
、
夏
頃
に
は
い
よ
い
よ
コ
ア

ゾ
ー
ン
の
施
工
が
始
ま
り
ま
し
た
。
手
順
を

概
括
す
る
と
、
ま
ず
、
高
圧
水
で
洗
い
出
し

た
新
鮮
な
基
礎
岩
盤
と
コ
ア
材
と
の
馴
染
み

を
良
く
す
る
た
め
、
作
業
員
も
J
V
職
員
も

現
場
監
督
も
一
緒
に
全
身
泥
ん
こ
に
な
っ
て
、

適
正
な
粒
度
調
整
が
な
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
の
泥
団
子
を
力
一
杯
足
元
に
叩
き
つ
け
、

そ
の
上
に
規
定
の
厚
さ
で
コ
ア
材
を
撒
き
出

し
て
ロ
ー
ラ
ー
転
圧
し
、
密
度
等
を
測
定
し

て
い
き
ま
す
。

施
工
中
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
J
V
担
当
者
か

ら
現
場
試
験
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
を

係
員
と
一
緒
に
点
検
す
る
訳
で
す
が
、
そ
の

量
の
膨
大
さ
に
対
処
す
る
た
め
、
当
時
は
ま

だ
珍
し
か
っ
た
M
S
‐
D
O
S
パ
ソ
コ
ン
を

支
所
長
に
導
入
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
携
わ
っ
た
の

は
、
堤
体
の
約
半
分
ま
で
進
捗
し
た
2
年
間

で
し
た
が
、
コ
ア
材
を
握
っ
て
手
の
ひ
ら
で

感
じ
る
含
水
比
の
差
や
、
作
業
可
否
を
判
断

す
る
時
間
雨
量
の
目
視
判
断
な
ど
、
感
覚
に

よ
る
現
場
監
督
技
術
の
一
端
を
体
得
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
後
、
平
成
二
十
年
に
は
岩
手
宮

城
内
陸
地
震
、
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
に
は

東
日
本
大
震
災
に
襲
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

私
自
身
そ
の
時
期
、
本
省
の
災
害
査
定
官
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
荒
砥
沢
ダ
ム
の
現
地
を

調
査
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
ム
本

体
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
浸
透
量
増
加
等

が
あ
っ
た
も
の
の
特
段
の
異
常
は
認
め
ら
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
適
切
な
施
工
に
よ
る

品
質
確
保
の
重
要
性
と
そ
れ
を
支
え
る
現
場

監
督
の
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

近
年
は
、
新
た
な
ダ
ム
建
設
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
既
存
ダ

ム
の
有
効
活
用
に
向
け
た
機
能
拡
充
や
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
観
点
も
含
め
た

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
秘
書
と
し
て
仕
え
て

い
る
宮
崎
雅
夫
参
議
院
議
員
の
活
躍
に
大
い

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
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体
が
参
加
し
て
い
る
。
四
つ
の
専
門
部
会
―
「
防
災
・
教

育
」、「
観
光
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、「
ガ
イ
ド
」、「
保
護
・
保

全
」
が
設
け
ら
れ
、
現
在
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
四
名
を
擁

す
る
協
議
会
事
務
局
が
活
動
の
核
で
あ
る
。
同
じ
平
成

二
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
」
が
市

役
所
横
断
的
取
組
の
要
と
な
り
、
協
議
会
事
務
局
と
一
体

と
な
っ
て
、
令
和
元
年
オ
ー
プ
ン
の
「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
」
に
事
務
室
を
構
え
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
「
学
び
、
楽

し
む
」
拠
点
で
あ
り
、
様
々
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
後
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
モ
ロ
に
受
け
た
が
、
昨
年
九
月
に
は
来
館
者
五
万
人

を
超
え
、
今
後
、
更
な
る
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
域
内
に
は
「
一
六
の
ジ
オ
サ
イ
ト
」

が
設
定
さ
れ
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
、
地
球
の
活
動
と
地

形
・
地
質
に
触
れ
、
地
域
の
人
の
営
み
・
歴
史
と
の
関
わ

り
を
知
り
・
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

六
つ
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
所
要
時
間
は
二
〜

四
時
間
程
度
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
方
々
に
案
内
し
て
い
た
だ

け
る
。

今
後
注
目
の
サ
イ
ト
と
し

て
は
、「
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
」
か
ら
一
五
年
経
過
し
、

本
年
六
月
か
ら
荒
砥
沢
地
す

べ
り
内
部
に
一
般
の
人
が
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
す

べ
り
の
変
状
が
ほ
ぼ
手
つ
か

ず
の
レ
ア
な
状
態
に
あ
り
、

協
議
会
事
務
局
や
ジ
オ
ガ
イ

ド
が
同
行
し
た
ツ
ア
ー
が
見

込
ま
れ
る
。

ジ
オ
サ
イ
ト
を
通
し
た

「
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
」
は
、

平
成
二
十
五
年
度
に
一
校

か
ら
始
ま
り
、
令
和
四
年
度

に
は
市
内
外
延
べ
九
四
校

三
、二
九
〇
人
の
児
童
・
生

徒
に
及
ん
で
い
る
。
人
づ
く

り
の
す
そ
野
が
大
き
く
広
が

り
、
地
域
の
未
来
に
つ
な
が

る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
が

つ
く
ら
れ
て
き
て
い
る
。

農
業
・
農
村
の
観
点
か
ら

は
、「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
特
産
商
品
」
と
し
て
認
定

さ
れ
た
「
栗
駒
山
麓
の
め
ぐ

み
」
が
目
を
惹
く
。
地
域
の

食
材
を
活
用
し
た
〝
お
い
し

さ
〞
が
、
地
域
の
魅
力
・
物

語
を
伝
え
る
。
本
年
、
新
た

荒
砥
沢
ダ
ム
の
思
い
出

東
北
学
院
大
学
工
学
部

環
境
建
設
工
学
科
非
常
勤
講
師

（
元
荒
砥
沢
ダ
ム
特
定
J
V
工
事
係
長
・

鹿
島
建
設
）

中
川

克
彦

私
が
荒
砥
沢
ダ
ム
築
造
工
事
に
従
事
し
た

期
間
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
か
ら
平
成
二
年

十
二
月
ま
で
の
四
年
十
ケ
月
で
し
た
。
現
場

に
赴
任
し
た
時
は
、
す
で
に
転
流
工
が
終
わ

り
、基
礎
掘
削
も
終
了
し
、岩
盤
検
査
を
待
っ

て
い
る
状
態
で
し
た
。
担
当
は
、
盛
立
材
料

の
品
質
管
理
及
び
施
工
管
理
で
現
場
の
試
験

室
で
の
業
務
が
主
で
し
た
。
コ
ア
ゾ
ー
ン
の

施
工
管
理
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
コ
ア
の
締

固
め
度
管
理
は
、
層
管
理
に
な
っ
て
お
り
横

断
方
向
に
三
点
を
砂
置
換
法
に
て
行
い
、
穴

か
ら
採
取
し
た
コ
ア
材
を
混
合
し
そ
の
材
料

で
の
最
大
乾
燥
密
度
を
求
め
（
三
点
で
の
コ

ン
パ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ブ
に
よ
る
）
現
場
の
施

工
密
度
が
管
理
基
準
値
内
に
収
ま
っ
て
い
る

か
を
判
定
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
突

き
固
め
試
験
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
の
で
、
人

力
で
の
試
験
は
あ
き
ら
め
、
自
動
突
き
固
め

試
験
機
で
の
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

現
場
含
水
比
試
験
は
、
速
乾
法
に
よ
る
も
の

で
フ
ラ
イ
パ
ン
を
利
用
し
、
バ
ラ
ツ
キ
が
出

な
い
よ
う
特
定
し
た
人
を
配
置
し
試
験
を
行

い
ま
し
た
。
盛
立
の
現
場
は
、
最
初
は
施
工

エ
リ
ア
が
広
い
の
で
、
余
裕
が
あ
り
ま
し
た

が
、
徐
々
に
施
工
エ
リ
ア
が
狭
く
な
っ
て
く

る
と
試
験
頻
度
が
多
く
な
り
、
施
工
に
負
け

ぬ
よ
う
現
場
が
止
ま
る
昼
休
み
や
昼
夜
交
代

時
に
実
施
す
る
等
施
工
を
止
め
ぬ
工
夫
を
し

な
が
ら
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
後
、
平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
、

「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

会
社
か
ら
連
絡
が
あ
り
荒
砥
沢
ダ
ム
が
地
震

で
被
害
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

見
て
き
て
く
れ
と
の
連
絡
で
し
た
。
す
ぐ

向
っ
た
と
こ
ろ
立
入
規
制
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
後
日
改
め
て
ダ
ム
管
理
事
務
所
を
訪
問

し
被
害
状
況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
所
長
か

ら
「
堤
頂
部
付
近
で
多
少
の
沈
下
が
見
ら
れ

る
程
度
で
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

の
お
話
を
聞
き
安
心
し
ま
し
た
が
、
左
岸
上

流
部
の
山
並
が
崩
れ
そ
の
土
砂
が
貯
水
池
内

に
入
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
風
景
を
見

て
、
今
回
の
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

と
痛
感
し
ま
し
た
。
幸
い
ダ
ム
本
体
に
被
害

が
な
か
っ
た
の
は
、工
事
中
施
工
部
隊
に「
煙

た
が
ら
れ
」
な
が
ら
も
確
実
な
品
質
管
理
を

行
い
施
工
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
自
負
し

た
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
迫
川
上
流
地
区
の
農
業
用
水

安
定
供
給
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

栗駒山麓ジオパーク特産商品
「栗駒山麓のめぐみ」
ふさすぐりジャムは、

甘酸っぱい酸味が効いている

な
募
集
が
行
わ
れ
、
商
品
・
店
舗
の
追
加
が
見
込
ま
れ
る
。

「
農
泊
」
や
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
」
の
活
動
等
と
と

も
に
、
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
や
文
化
が
付
加
価
値
と
な

り
、
緑
豊
か
な
田
園
空
間
が
人
々
を
惹
き
つ
け
る
、
地
域

内
外
の
人
々
が
関
わ
る
好
循
環
が
広
が
っ
て
欲
し
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
や
活
動
は
、
と
て
も
本
稿
で
は
語

り
尽
く
せ
な
い
。
是
非
、
栗
原
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ

プ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
バ
ー
ナ
ー
か
ら
覗
い
て
み
て
欲
し
い
。

お
わ
り
に

今
回
の
取
材
で
訪
れ
た
、
迫
川
上
流
土
地
改
良
区
で
は
、

こ
こ
毎
年
若
い
職
員
の
方
々
が
新
規
採
用
さ
れ
、
執
務
室

に
は
新
し
い
力
が
感
じ
ら
れ
た
。
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
魅
力
を
感
じ
て
ご
活

躍
さ
れ
る
方
々
に
接
し
、
元
気
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
が
広
が
っ
て
き
た
話
を
伺
い
、
驚
き
と

と
も
に
「
希
望
」、「
期
待
」

と
い
っ
た
明
る
い
気
持
ち
に

さ
せ
ら
れ
た
。
農
業
・
農
村

政
策
に
関
わ
っ
て
き
た
者
と

し
て
、
将
来
に
つ
な
が
る

「
人
」
と
そ
の
躍
動
を
感
じ

る
、
楽
し
い
取
材
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
取
材
・
執
筆
に

当
た
り
ご
協
力
・
ご
教
示
い

た
だ
い
た
方
々
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本

地
域
の
更
な
る
発
展
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
、
筆
を
お

く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

【
参
考
文
献
等
】

•
先
人
達
の
想
い
を
、
未
来
に
つ
な
ぐ
栗
原
の
里
―
迫
川

上
流
―

東
北
農
政
局
迫
川
上
流
農
業
水
利
事
業
所
（
二
〇
〇
六

年
）

•
迫
川
上
流
土
地
改
良
区
に
つ
い
て
（
地
区
の
概
要
、
組

織
の
沿
革
な
ど
）

迫
川
上
流
土
地
改
良
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
農
業
用
大
ダ
ム
の
被
災
状
況
と
地
震
時
挙
動

増
川
晋
、
浅
野
勇
、
田
頭
秀
和
、
林
田
洋
一

農
業
農

村
工
学
会
誌 vol.77.7

（
二
〇
〇
九
年
）

•
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
宮
城
県
内
の
農
地
被
害

と
対
応

千
葉
克
己
、
米
澤
千
夏
、
加
藤
徹

農
業
農
村
工
学
会

誌 vol.77.7

（
二
〇
〇
九
年
）

•
荒
砥
沢
ダ
ム
の
地
震
時
挙
動
と
安
全
確
認

鎌
田
重
孝
、
竹
谷
喜
代
春
、
渡
部
大
輔

農
業
農
村
工

学
会
誌 vol.85.4

（
二
〇
一
七
年
）

•
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
係
る
荒
砥
沢
地
す
べ
り
対
策

と
大
規
模
地
す
べ
り
に
よ
り
出
現
し
た
地
形
・
景
観
の

活
用
に
関
す
る
検
討
会

第
一
回
資
料
四
（
二
〇
〇
九

年
八
月
四
日
）

東
北
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
同
サ
イ
ト

マ
ッ
プ
（
二
〇
二
一
年
一
月
）

栗
駒
山
麓
の
め
ぐ
み

認
定
商
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
二
〇
二
三
年
二
月
）

栗
駒
山
麓
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
二
〇
二
三
年
三
月
）

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
、
栗
原
市
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
室

荒
砥
沢
ダ
ム
の
思
い
出

参
議
院
議
員
宮
崎
雅
夫
事
務
所

政
策
秘
書

（
元
東
北
農
政
局
迫
川
上
流
農
業
水
利
事
業
所

荒
砥
沢
支
所
試
験
係
長
）

木
村

充

昭
和
六
十
二
年
四
月
、
宮
城
県
北
部
に
聳

え
る
栗
駒
山
の
頂
上
付
近
の
残
雪
の
形
が
、

「
駒
形
」
か
ら
「
種
ま
き
坊
主
」
に
変
わ
る
頃
、

東
北
農
政
局
迫
川
上
流
農
業
水
利
事
業
所
の

荒
砥
沢
支
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
現
場
状
況
は
、
本
川
の
仮
回
し

や
ダ
ム
敷
の
基
礎
掘
削
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
原

石
山
や
搬
送
路
等
の
基
本
的
な
工
事
を
終
え
、

ま
さ
に
堤
体
盛
立
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
す

る
段
階
で
し
た
。
施
工
は
、
鹿
島
建
設
、
大

林
建
設
、
西
松
建
設
の
三
社
J
V
で
、
発
注

者
側
の
監
督
職
員
は
支
所
長
以
下
八
名
体
制

の
中
、
私
は
新
任
の
試
験
係
長
と
し
て
、
主

に
堤
体
コ
ア
ゾ
ー
ン
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ト
の
品
質
管
理
を
担
当
し

ま
し
た
。

着
任
直
後
か
ら
、
ダ
ム
最
深
部
の
監
査
廊

工
事
や
グ
ラ
ウ
ト
、
ロ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
盛
立

が
進
め
ら
れ
、
夏
頃
に
は
い
よ
い
よ
コ
ア

ゾ
ー
ン
の
施
工
が
始
ま
り
ま
し
た
。
手
順
を

概
括
す
る
と
、
ま
ず
、
高
圧
水
で
洗
い
出
し

た
新
鮮
な
基
礎
岩
盤
と
コ
ア
材
と
の
馴
染
み

を
良
く
す
る
た
め
、
作
業
員
も
J
V
職
員
も

現
場
監
督
も
一
緒
に
全
身
泥
ん
こ
に
な
っ
て
、

適
正
な
粒
度
調
整
が
な
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
の
泥
団
子
を
力
一
杯
足
元
に
叩
き
つ
け
、

そ
の
上
に
規
定
の
厚
さ
で
コ
ア
材
を
撒
き
出

し
て
ロ
ー
ラ
ー
転
圧
し
、
密
度
等
を
測
定
し

て
い
き
ま
す
。

施
工
中
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
J
V
担
当
者
か

ら
現
場
試
験
デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
を

係
員
と
一
緒
に
点
検
す
る
訳
で
す
が
、
そ
の

量
の
膨
大
さ
に
対
処
す
る
た
め
、
当
時
は
ま

だ
珍
し
か
っ
た
M
S
‐
D
O
S
パ
ソ
コ
ン
を

支
所
長
に
導
入
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

荒
砥
沢
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
携
わ
っ
た
の

は
、
堤
体
の
約
半
分
ま
で
進
捗
し
た
2
年
間

で
し
た
が
、
コ
ア
材
を
握
っ
て
手
の
ひ
ら
で

感
じ
る
含
水
比
の
差
や
、
作
業
可
否
を
判
断

す
る
時
間
雨
量
の
目
視
判
断
な
ど
、
感
覚
に

よ
る
現
場
監
督
技
術
の
一
端
を
体
得
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
完
成
後
、
平
成
二
十
年
に
は
岩
手
宮

城
内
陸
地
震
、
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
に
は

東
日
本
大
震
災
に
襲
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

私
自
身
そ
の
時
期
、
本
省
の
災
害
査
定
官
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
荒
砥
沢
ダ
ム
の
現
地
を

調
査
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
ム
本

体
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
浸
透
量
増
加
等

が
あ
っ
た
も
の
の
特
段
の
異
常
は
認
め
ら
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
適
切
な
施
工
に
よ
る

品
質
確
保
の
重
要
性
と
そ
れ
を
支
え
る
現
場

監
督
の
意
義
を
再
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

近
年
は
、
新
た
な
ダ
ム
建
設
は
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
既
存
ダ

ム
の
有
効
活
用
に
向
け
た
機
能
拡
充
や
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
観
点
も
含
め
た

新
た
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
秘
書
と
し
て
仕
え
て

い
る
宮
崎
雅
夫
参
議
院
議
員
の
活
躍
に
大
い

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
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